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絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

せとうち
広報

鹿児島県大島郡瀬戸内町 11月12日（日）2017加計呂麻島ハーフマラソン、いっちゃむん市場記念イベントi

まちの人口と世帯　平成 29 年 9 月末日現在
人口
9,023 人（ 前月 -3）　

人口（男）
4,360 人（ 前月比 -3）

人口（女）
4,663 人（前月比±0）　

世帯数
5,231 戸（ 前月 -8）　

月号11 平成 29 年

あったらむん！「鹿児島の魚の魅力」
県・市町村合同企画



最
近
、
食
べ
た
魚
は
サ
ー
モ
ン
や
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ

と
い
っ
た
輸
入
魚
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
は
実
に
“
あ
っ
た
ら
む
ん
（
も
っ
た
い
な
い
）
”

鹿
児
島
の
魚
は
自
慢
の
海
に
囲
ま
れ
た
「
ご
当
地
グ
ル

メ
」。
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県・市町村合同企画

鹿
児
島
の
魚
の
魅
力

あ
っ
た
ら
む
ん
! !

南
北
６
０
０
㌔
に
わ
た
り
、
水
深
０
㍍
の
干
潟
か
ら

１
千
㍍
の
深
海
ま
で
多
様
な
顔
を
持
つ
鹿
児
島
の
海
。
内

湾
と
外
湾
、
砂
地
と
岩
地
、
黒
潮
や
対
馬
暖
流
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
多
様
な
環
境
が
生
み

出
さ
れ
、
魚
の
種
類
も
豊
富
で
す
。

長
年
、
鹿
児
島
の
海
や
魚
を
調
査
・
研
究
し
て
き
た
鹿

児
島
大
学
水
産
学
部
教
授
の
大
富
潤
さ
ん（
54
）は
「
鹿
児

島
の
海
の
希
少
性
・
多
様
性
を
象
徴
す
る
の
が『
ナ
ミ
ク

ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
』の
存
在
。
世
界
で
も
鹿
児
島
湾（
錦
江
湾
）

だ
け
で
水
揚
げ
が
可
能
な
深
海
性
の
エ
ビ
で
、
漁
獲
対
象

に
な
る
く
ら
い
ま
と
ま
っ
て
生
息
す
る
の
は
こ
こ
だ
け
で

す
。
こ
れ
は
桜
島
の
お
か
げ
。
約
3
万
年
前
の
噴
火
で
作

ら
れ
た
カ
ル
デ
ラ
が
、
半
閉
鎖
的
な
内
湾
な
が
ら
水
深

２
３
７
㍍
と
い
う
奇
跡
的
な
海
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

本
当
に
珍
し
く
て
す
ご
い
こ
と
。
ま
さ
に
私
た
ち
の
財
産

で
す
ね
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

「
鹿
児
島
」
の
魚
の
魅
力

鹿
児
島
の
海
や
川
で
は
、
約
３
０
０
種
類
の
魚
な
ど
が

水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
養
殖
で
日
本
一
の
カ
ン
パ
チ
や
ブ
リ

の
ほ
か
、ア
ユ
や
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
と
い
っ
た
川
魚
も
豊
富
。

そ
の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
、
地
元
で
獲
れ
た
魚
（
＝

地
魚
）
は
魚
屋
の
減
少
で
あ
ま
り
目
に
し
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
な
お
魚
市
場
や
物
産
館
、
移
動
販
売
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
９
０
０
種
の
魚
を
食
べ
て
き
た
大
富
さ
ん

は
、「
鹿
児
島
」
の
魚
の
魅
力
を
強
調
し
ま
す
。

「
以
前
、雑
魚
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
た
小
エ
ビ
に
『
ヒ

メ
ア
マ
エ
ビ
』
と
名
づ
け
て
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
関
東

で
お
い
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
１ 

㌔
１
，
５
０
０
円
、
ア

瀬
戸
内
町
の
魚

■名前：イラブチ（ブダイ）　

■主な食べ方：刺身（酢味噌）、から揚げ

■名前：ワハバナ（キツネウオ）　

■主な食べ方：から揚げ、煮付け



鹿児島大学
水産学部
水産学科

大
おお

富
とみ

 潤 教授

1963 年兵庫県生まれ。1991 年 3 月東京大
学大学院農学系研究科博士課程水産学専
攻修了。
著書に『九州発 食べる地魚図鑑』『魚食ファ
イル 旬を味わう』（南方新社）、『かごし
ま海の研究室だより』( 南日本新聞社 ) な
どがある。現在食べた魚の種類は 900 種。
1000 種類制覇を目指している。

　鹿児島市中央卸売市場魚類市場で、遠洋、近海、
沿岸の多様な魚や競りの様子を、間近に見学できる
１時間程度の体験型ツアー。試食もあり、ガイドの
解説も面白い。ツアー終了後は、魚市場で朝食を楽
しむのもおすすめです。
■開催日時：11 月末までの毎週土曜日
　午前７時（午前６時 45 分集合）
■参 加 料：大人 2,000 円、小人 1,000 円
■お申し込み・お問合わせ先
　南薩観光ＧＳＥ　☎ 099-298-9880　

かごしま魚市場ツアー
by 鹿児島県ホテル旅館組合青年部

かごしまのさかな .com
鹿児島県漁業協同組合連合会

「かごしま旬のさかな」って知っていますか。
魚のさばき方や漁師さんの食べ方、漁法など、
魚に関する情報が満載。地魚を食べられるお
店や直売店も紹介。まずは、のぞいてみては。

かごしまのさかな .com

オ
リ
イ
カ
と
同
値
程
度
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
安
く
て
お
い
し
く
て
も
、知
ら
れ
て
い
な
い
『
地
魚
』

が
多
く
眠
っ
て
い
る
ん
で
す
。『
地
魚
』
は
そ
の
時
期
に

し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
『
旬
』
の
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
。
も
し
料
理
店
や
市
場
で
知
ら
な
い
魚
を
見
掛
け

た
ら
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

魚
の
す
ご
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

魚
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
類
と
い
っ

た
栄
養
素
の
宝
庫
。
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
人
体

に
不
可
欠
な
「
必
須
脂
肪
酸
」
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
す
。

体
内
で
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
常
に
食
品
か
ら
補

給
す
る
必
要
が
あ
り
、
認
知
症
予
防
や
動
脈
硬
化
予
防
、

脳
の
働
き
の
促
進
な
ど
効
果
は
さ
ま
ざ
ま
。

　
「
豊
富
な
栄
養
素
は
魚
の
良
さ
の
一
つ
。
食
べ
る
こ
と

以
外
で
も
魚
は
楽
し
め
ま
す
。
地
魚
を
探
し
に
県
内
を

巡
っ
た
り
、市
場
の
体
験
ツ
ア
ー
や
水
族
館
に
行
っ
た
り
、

親
子
で
魚
を
さ
ば
い
て
み
た
り
、
旬
の
魚
で
季
節
を
感
じ

た
り
。
そ
う
す
れ
ば
魚
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

　

魅
力
的
な
鹿
児
島
の
魚
。
食
べ
な
い
な
ん
て
も
っ
た
い

な
い
。
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

検索

■名前：ハージン（スジアラ）　
■主な食べ方：刺身、汁

■名前：シビ（キハダマグロ）　
■主な食べ方：刺身、から揚げ

▲鹿児島市卸売市場魚類市場。マグロやカツオなど様々な魚
が水揚げされてくる
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☑11月のお知らせと情報
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　図書館・郷土館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72－ 3799
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎ 0997 － 55－ 8620

　

９
月
19
日
に
、
奄
美
大
島
、
徳

之
島
、
沖
縄
北
部
お
よ
び
西
表
島

世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員

会
の
「
第
１
回
奄
美
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
が
開
催
さ
れ
、「
ノ

ネ
コ
」
な
ど
の
議
題
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

■
飼
い
猫
と
ノ
ラ
ネ
コ
と
ノ
ネ
コ

の
違
い
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

①
飼
い
猫

家
で
飼
わ
れ
て
い
る
ネ
コ

②
ノ
ラ
ネ
コ

飼
い
主
が
い
な
い
ネ
コ

③
ノ
ネ
コ

ノ
ラ
ネ
コ
が
山
野
に
住
み
野
生
化

し
た
ネ
コ

■
な
ぜ
ノ
ラ
ネ
コ
は
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

①
ノ
ラ
ネ
コ
が
増
え
、山
に
入
り
、

ノ
ネ
コ
に
な
る
と
希
少
動
物
（
ケ

ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
等
）が
捕
食
さ
れ
る
。

②
ふ
ん
、
尿
の
被
害
が
増
え
る
。

③
ネ
コ
の
事
故
が
増
え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
マ
マ
・
サ
ポ
・

ス
マ
イ
ル
』
の
お
知
ら
せ

　

マ
マ
・
サ
ポ
で
は
、
６
ヵ
月

か
ら
６
歳
ま
で
の
お
子
様
を
一

時
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

■
場
所

せ
と
う
ち
海
の
駅　

２
階

■
休
業
日

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
１
月
８

日
（
月
）
ま
で
休
業

■
お
預
か
り
時
間

　

基
本
は
９
時
～
13
時
ま
で
の

４
時
間
で
す
が
、
延
長
や
時
間

変
更
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
料
金

１
時
間
５
０
０
円
（
初
回
保
険

代
と
し
て
８
０
０
円
）

※
回
数
券
・
兄
弟
割
引
あ
り

　

詳
細
は
、
上
記
マ
マ
・
サ
ポ

専
用
ダ
イ
ア
ル
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

不
要
に
な
っ
た
ベ

ビ
ー
服
・
子
供
服
・
妊
婦
服
・

幼
稚
園
服
等
、
ご
提
供
く
だ
さ

い
。
必
要
な
方
に
無
料
で
お
譲

り
い
た
し
ま
す
。

　

奄
美
大
島
で
は
、
希
少
動
物
を

捕
食
す
る
ノ
ネ
コ
の
存
在
が
脅
威

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
前
身
で
あ
る
ノ
ラ
ネ
コ
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
ネ
コ
を
飼
う
と
き
の
注
意

①
必
ず
市
町
村
に
登
録
し
、
首
輪

を
つ
け
よ
う

②
ノ
ラ
ネ
コ
に
み
だ
り
に
エ
サ
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う

③
飼
っ
た
ら
、
終
生
に
わ
た
り
飼

育
し
よ
う

④
室
内
で
飼
お
う

⑤
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
よ
う

11
月
の
お
知
ら
せ
と
情
報

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　ママ・サポ専用ダイヤル☎ 080 － 8582 － 5578

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山☎ 080 － 8367 － 5976
「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い

わ
～
く
」
の
一
環
で
、直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新

鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者

と
地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
を

作
り
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地

元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨

類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程 　

平
成
29
年
11
月
19
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農

協
倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ

き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、
赤

し
ょ
う
び
ん
、コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
、
奄
美
は
な
は

な
エ
ー
ル
等

■
備
考　

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

vol.34

ノラネコ
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■
応
募
資
格

①
年
齢
20
歳
か
ら
60
歳

②
瀬
戸
内
町
加
計
呂
麻
地
区
に
住
所
を
有
し

通
勤
可
能
な
者

③
町
税
及
び
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者
（
同

一
世
帯
含
む
）

■
応
募
期
間

平
成
29
年
12
月
20
日
（
水
）
ま
で
（
土
、日
、

祭
日
は
除
く
）

※
郵
送
可
12
月
20
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

■
申
込
手
続	

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
及
び
有
資
格
者
は

資
格
証
の
写
し
（
申
込
書
兼
履
歴
書
は
町
民

生
活
課
で
配
布
。
ま
た
は
、
瀬
戸
内
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）	

■
採
用
方
法	

書
類
選
考
で
実
施
。
採
用
者
に
は
別
途
通
知

い
た
し
ま
す
。

■
雇
用
期
間

（
年
間
契
約
）
平
成
30
年
１
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
（
契
約
更
新
有
）

■
書
類
提
出
先

〒
８
９
４
‐
１
５
９
２

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
船
津
23
番
地

瀬
戸
内
町
役
場
町
民
生
活
課　

児
童
母
子
係

■お問合わせ先　町民生活課　児童母子係☎ 0997 － 72 － 1060 瀬
相
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

■
開
催
期
日

11
月
15
日（
水
）～
19
日（
日
）

①
作
品
展
示
発
表

11
月
15
日（
水
）～
19
日（
日
）

②
舞
台
発
表

11
月
19
日
（
日
）

■
開
催
場
所

清
水
公
園　

総
合
体
育
館

■
内
容

①
作
品
展
示
の
部

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
書
道
、

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
、

工
芸
、
陶
芸
、　

民
芸
品
、

生
花
、
写
真
、
盆
栽
な
ど

②
舞
台
発
表
の
部

三
味
線
、
島
唄
、
新
民
謡
、

合
唱
、
独
唱
、
器
楽
合
唱
、

独
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞
、

琉
舞
、
創
作
舞
踊
、
社
交
ダ

ン
ス
、
詩
吟
、
ピ
ア
ノ
、
琴

な
ど　

③
郷
土
芸
能
の
部

各
地
区
（
集
落
）
芸
能
な
ど

第
41
回
瀬
戸
内
町
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す

多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

■お問合わせ先　瀬戸内町文化協会事務局（教育委員会社会教育課内）
　　　　　　　　☎ 0997 － 72 － 2905　Fax 0997 － 72 － 3434

県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年 11 月を「不法投棄防止強化月間」と定めています。

■期間中は、不法投棄防止の啓発活動や産業廃棄物の不法投棄防止パトロール等を強化しています。

■不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけたらすぐ電話を」と

いう意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

■産業廃棄物の不法投棄を発見したら、町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０までご連絡ください。

11 月は不法投棄防止強化月間です

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122 歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
に
な
る
節
目
の
方
（
昭
和
52
年

生
・
42
年
生
・
32
年
生
・
22
年
生
）

を
対
象
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

■
期
間

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所　

町
内
歯
科
医
院

（
登
山
歯
科
・
ア
歯
科
・
ま
ち
だ

歯
科
・
せ
き
歯
科
）

■
金
額　

無
料

　

成
人
で
は
、
10
人
中
７
～
８
人

が
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
菌
は
血
液
に
の
っ
て
動

脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
健
康
な
身
体
は
健

康
な
お
口
か
ら
。
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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■お問合わせ先　農林課　営農畜産係☎ 0997 － 72－ 1174 農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の

回
収
を
行
い
ま
す

　

平
成
29
年
度
（
第
２
回
目
）
の
廃
プ
ラ
回
収

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
回
収
日
に
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
実
施
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
大
島
事
業
本
部
瀬

戸
内
支
所
（
選
果
場
）

■
回
収
日　

平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
処
理
料
金　

20
円
／
㎏

■
回
収
種
類

①
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
（
お
も
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

等
で
使
用
、
透
明
）

②
農
ポ
リ
（
マ
ル
チ
、
ト
ン
ネ
ル
等
で
使
用
ゴ

ミ
袋
の
よ
う
な
素
材
も
あ
る
）

③
そ
の
他
（
肥
料
袋
、ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、ビ
ニ
ー

ル
紐
、
ネ
ッ
ト
、
不
織
布
）

※
農
薬
空
ビ
ン
、
空
容
器
等
に
つ
い
て
は
、
確

実
に
水
洗
処
理
し
た
容
器
の
み
回
収
し
ま
す
。

※
「
不
法
投
棄
」
な
ど
の
処
理
を
し
た
者
（
未

遂
含
む
）
は
、
次
の
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

①
野
焼
き
を
し
た
者　

５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
千
万
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
を
併
科

②
不
法
投
棄
を
し
た
者　

５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
１
千
万
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
を
併

科
（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）

■お問合わせ先　大島地区消防組合　瀬戸内消防分署☎ 0997 － 72 － 1190 平
成
29
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　

『
火
の
用
心
こ
と
ば
を
形
に
習
慣
に
』

■
実
施
期
間

平
成
29
年
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

■
期
間
中
の
主
な
取
組
（
予
定
）

①
１
１
９
パ
レ
ー
ド
②
瀬
戸
内
町
消

防
団
・
大
島
地
区
消
防
組
合
瀬
戸
内

消
防
分
署
合
同
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
③

防
火
対
象
物
・
危
険
物
施
設
等
立
入

検
査
④
そ
の
他
火
災
予
防
啓
発
活
動

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
ま

し
ょ
う

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
せ
っ
か
く

取
り
付
け
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
正
常
に
作
動

し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

き
ち
ん
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作

動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
手
入
れ
と

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
観
点
検

　

ほ
こ
り
な
ど
が
付
く
と
感
知
し
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
布
等
で

乾
拭
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
次
の
こ
と
は
故
障
の
原

因
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
有
機
溶
剤（
ベ
ン
ジ
ン
、シ
ン
ナ
ー

な
ど
）
を
使
用
し
な
い
。

②
水
洗
い
は
し
な
い
。

③
煙
の
流
入
口
を
ふ
さ
い
だ
り
、
傷

つ
け
な
い
。

▽
作
動
点
検

　

警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
（
ひ
も

を
引
く
）と
テ
ス
ト
音
が
鳴
り
ま
す
。

異
常
が
な
い
か
、
定
期
的
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

音
が
鳴
ら
な
い
時
に
は
、
次
の
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
池
が
し
っ
か
り
と
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
。

②
電
池
切
れ
を
確
認
す
る
。

※
そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場
合
は
故
障

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
取
扱
説
明
書
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
電
池
交
換
の
時
期

　

電
池
切
れ
の
時
は
「
音
声
で
知
ら

せ
る
」
か
「
ピ･

ピ･

ピ
」
と
音
が

鳴
り
ま
す
。

※
電
池
の
寿
命
は
、
機
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
本
体
裏
側
の
表
示
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
交
換
の

目
安

　

交
換
の
目
安
は
「
製
造
後
、
10
年

を
超
え
な
い
期
間
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
左
記
に
従
っ
て
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

①
自
動
試
験
機
能
付
き
の
場
合
は
、

自
動
的
に
本
体
の
機
能
や
電
池
不
足

を
試
験
し
て
異
常
等
を
音
声
や
警
報

音
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

音
声
な
ど
が
鳴
っ
た
ら
、
本
体
ご

と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

②
有
効
期
限
が
表
示
さ
れ
た
も
の

は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に

本
体
ご
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
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休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

11 月休日当番医予定表

日付 当番医 診療時間
11 月 3 日（ 金 ）
文化の日

南大島診療所
72‐0107 午前 午後

11 月 4 日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

11 月 5 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

11 月 11 日（土） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

11 月 12 日（日） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

11 月 18 日（土） いづはら医院
72‐3307 通常診療 午後

11 月 19 日（日） いづはら医院
72‐3307 午前 午後

11 月 23 日（木）
勤労感謝の日

瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

11 月 25 日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

11 月 26 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

■診察時間
午前：午前９時から正午まで

午後：午後２時から午後５時まで

※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合があり
ますので、事前に各医療機関にお問い合
わせください。

■日頃から何でも相談できる「かかりつけ
医」を持ち、早めの受診を心がけましょう。
■夜間の診察は、かかりつけ医にご相談く
ださい。
■救急車については、救急隊が搬送先を
選定します。

平成 29 年

■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

ま
さ
か
に
、
備
え
て
免
除
を
受
け
よ
う
｜
追
納
っ
て
、
ナ
ニ
？

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い

場
合
は
、
所
得
に
よ
っ
て
「
全
額

免
除
」
か
「
一
部
免
除
」
が
あ
り

ま
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！　

一
部
免

除
の
期
間
中
、
必
要
な
保
険
料
を

納
め
な
い
と
「
未
納
」
と
み
な
さ

れ
、
年
金
を
受
取
れ
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
額
が
減
り
ま
す
。

■
将
来
に
受
け
取
る
年
金
を
増
や

す
た
め
に
保
険
料
の
「
追
納
」
が

で
き
ま
す

　

免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

を
受
け
た
場
合
、
保
険
料
を
全
額

納
め
た
場
合
と
比
べ
、
年
金
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
「
追
納
」

が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
３
年
度
以
上
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

全額免除

3/4 免除

半額免除

1/4 免除

納付猶予

学生納付特例

保険料未納

年金の受給資格

免除されると、将来の年金はー

年金額 年金の受給資格

× ××

×
×

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金

8 分の 4

8 分の 5

8 分の 6

8 分の 7



☑11月のお知らせと情報

広報せとうち　　8

試験区分 第２回採用試験 第３回採用試験

試験日 平成 29年 12月８日（金） 平成 30年 2月３日（土）

場所 鹿児島県大島支庁 鹿児島県大島支庁

受付期間
10 月 23 日（月）～
11月 27日（月）

12月 18日（月）～
1月 19日（金）

応募資格 平成 30年４月１日現在、18歳以上 27歳未満

試験区分 推薦採用試験 一般採用試験

試験日
平成 30年 1月 6日（土）～
1月 8日（月）の指定する１日

平成 30年 1月 20日（土）

場所 陸上自衛隊高等工科学校 鹿児島県大島支庁

受付期間
11 月 1日（水）～
12月 1日（金）

11月 1日（水）～
平成 30年 1月 9日（火）

応募資格 平成 30年４月１日現在、15歳以上 17歳未満

■自衛官候補生

■高等工科学校

平
成
30
年
春
採
用
「
陸
海
空
」
自
衛
官
募
集

■お問合わせ先　防衛省自衛隊鹿児島地方協力本部
　　　　　　　　奄美大島駐在員事務所☎ 0997 － 53 － 9103

あなたの気持ちが、

この国を守るチカラになる。

「自衛官応募ナビ」

で検索！

■お問合わせ先　ＮＨＫふれあいセンター☎０５７０－０６６－０６６（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　　　　または☎０５０－３７８６－５０００ 教

え
て
く
だ
さ
い
！

あ
な
た
の
瀬
戸
内
町
「
こ
こ
ろ
の
風
景
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
す
る
『
に
っ
ぽ

ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
』。
俳
優
の
火

野
正
平
さ
ん
が
、
番
組
に
寄
せ
ら

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、
地

元
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
こ

こ
ろ
の
風
景
を
訪
ね
ま
す
。

　
「
２
０
１
７
秋
の
旅
」
は
、
長

野
を
ス
タ
ー
ト
、
愛
知
か
ら
紀
伊

半
島
を
南
下
、
海
を
渡
っ
て
四
国

へ
。
さ
ら
に
海
を
渡
り
九
州
の
東
側
を
南
下
、
鹿
児
島

を
目
指
す
11
週
間
の
旅
で
す
。

　

そ
の
旅
の
ル
ー
ト
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お

手
紙
で
決
ま
り
ま
す
！

■
鹿
児
島
県
の
放
送
予
定

　

12
月
18
日
（
月
）
～　

12
月
22
日
（
金
） 

■
応
募
方
法　

①
住
所 

②
名
前 

③
電
話
番
号 

④
性
別 

⑤
年
齢 

⑥
思
い
出
の
場
所
・
風
景 

⑦
場
所
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
入
し
て
左
記
ま
で
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

は
が
き
・
封
書

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１　
「
こ
こ
ろ
旅
」係（
住
所
不
要
）

■
締
め
切
り　

11
月
17
日
（
金
）
必
着
！

▼
詳
し
く
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w

w
.nhk.or.jp/kokorotabi/　

ま
た
は
「
こ

こ
ろ
旅
」
で
検
索
！

NHK 提供

船舶臨時乗務員を募集します
「フェリーかけろま」の乗務員を募集します。

■乗務員　若干名
■対象　長期就労が可能な方。※船員経験者大歓迎。海技士免状資格者優遇！
※ご希望の方は、電話連絡の上、履歴書をご郵送ください。
※詳細については、下記へお問合せください。
■お問合わせ先　〒 894-1503　瀬戸内町古仁屋大湊 26-14（海の駅２階）
　　　　　　　　商工観光課　船舶交通係☎ 0997 － 72 － 4560
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■お問合わせ先　鹿児島地方法務局　人権擁護課☎ 099 － 259 － 0684

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1068

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
ま
た
は

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
期
間

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
日
時
等

①
期
間

平
成
29
年
11
月
13
日
（
月
）
か
ら

11
月
19
日
（
日
）
ま
で

②
時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で

土
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

■
電
話
番
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■治療費

助成項目 （旧）助成内容 （新）助成内容

特定不妊治療 無
県の不妊治療費助成金を控除した後の治療費の２分の１（年間 10 万円を上限）
※通算５年間

一般不妊治療 無
治療費の２分の１（年間５万円を上限）
※通算５年間

不育治療 無
治療費の２分の１（年間５万円を上限）
※通算５年間

■旅費等

助成項目 （旧）助成内容 （新）助成内容

交通費
１回の治療に係る交通費（９往復ま
で）※初年度３回まで、２年度目以
降２回までの通算５年間

実際に要した助成の対象となる運賃等の３分の２
※１回の治療（初年度３回まで、２年度目以降２回まで）の交通
費は９往復までの通算５年間

宿泊費
１回の治療に係る宿泊費（15 泊ま
で）※初年度３回まで、２年度目以
降２回までの通算５年間

実際に要した助成の対象となる宿泊費の３分の２
※１回の治療（初年度３回まで、２年度目以降２回まで）の宿泊
費（上限５，０００円）は 15 泊までの通算５年間

※旅費等の助成限度額　上記の交通費と宿泊費を合算した額の 10万円を限度

10 月 1 日より瀬戸内町不妊治療費等助成制度が変わりました

鹿児島県（地域別）最低賃金が、鹿児島地方最低賃金審議会の調査審議を経て、時間給７３７円に改正
され、平成 29 年 10 月１日から効力が発生します。
※鹿児島県最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、、使用者は労働者
に対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければいけません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）、②ひと月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）、
③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金、④精皆勤手当、通勤手当、家族手当
■最低賃金に関するお問い合わせ先
鹿児島労働局賃金室☎ 099 － 223 － 8278
鹿児島労働基準監督署☎ 099 － 214 － 9175
名瀬労働基準監督署☎ 0997-52-0574

最低賃金、必ずチェック！時間給が 737 円に改正されました
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■お問合わせ先　教育委員会　総務課☎ 0997 － 72 － 0113

■お問合わせ先　労災保険について　名瀬労働基準監督署☎ 0997 － 52 － 0574
　　　　　　　　雇用保険について　名瀬公共職業安定所☎ 0997 － 52 － 4611

教
育
に
関
す
る
事
務
事
業

点
検
評
価
結
果
を
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

ま
し
た

「
ひ
と
り
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険
」

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
で
す

　

教
育
委
員
会
は
、
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
第
26
条
に
よ
り
、「
毎

年
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作

成
し
、
こ
れ
を
議
会
に
提
出
す

る
と
と
も
に
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
外
部
評
価
委

員
会
に
お
い
て
、「
平
成
28
年

度
実
施
に
係
る
教
育
に
関
す
る

事
務
事
業
の
点
検
・
評
価
」
を

実
施
し
、
そ
の
内
容
を
次
の
と

お
り
、
町
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
ま
し
た
。

■
場
所　

瀬
戸
内
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
で
「
点
検
評
価
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
主
や
法
人
を
問
わ
ず
、
事
業
主
は
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
パ
ー
ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用

で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
早
急
に
手
続

き
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
労
災
保
険
と
は

　

労
働
者
が
業
務
上
の
災
害
や
通
勤
途
中
の
災
害
に
よ
っ
て

負
傷
、
傷
病
、
障
害
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
の
生
活
を
保
護
し
、
社
会
復
帰
を

促
進
す
る
事
業
を
行
う
制
度
で
す
。
ま
た
、
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
雇
用
保
険
と
は

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や
職
業
教
育
訓
練
を
受
け
た
場

合
に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
と
、
再
就
職
を
促

進
す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
に
対
し
て
の
各
種
助
成
金
の
支
給
や
、
失
業
の
予
防
、
雇

用
構
造
の
改
善
等
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
労

働
保
険
事
務
組
合
（
商
工
会
等
）
に
そ
の
事
務
手
続
き
を
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
保
険
事
務
組
合
が
事
業
主
に
代

わ
っ
て
手
続
き
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
労
働
保
険
料
の

分
納
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　教育委員会　社会教育課☎ 0997 － 72 － 2905 第
58
回
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

日
本
復
帰
記
念
大
島
地

区
駅
伝
競
走
大
会
が
約
40

年
ぶ
り
に
瀬
戸
内
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
男
子
の
部
・
女

子
の
部
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
学
生
か

ら
一
般
ま
で
の
５
名
で

チ
ー
ム
を
構
成
し
健
脚
を

競
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
12
市
町
村
の

選
手
が
師
走
の
瀬
戸
内
町

を
駆
け
抜
け
ま
す
の
で
、

沿
道
か
ら
皆
様
の
温
か
い

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
催

　
（
一
財
）
奄
美
群
島
市

町
村
体
育
協
会

■
後
援

　

大
島
教
育
事
務
所

■
主
管

　

瀬
戸
内
町
、
瀬
戸
内
町

教
育
委
員
会
、
瀬
戸
内
町

体
育
協
会

■
日
時　

平
成
29
年
12
月

３
日
（
日
）

▽
女
子　

海
の
駅
午
前
10

時
ス
タ
ー
ト

▽
男
子　

海
の
駅
午
後
１

時
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス　

ト
ン
キ
ャ
ン

（
徳
洲
会
前
）
～
手
安
集

落
を
往
復
す
る
コ
ー
ス

※
古
仁
屋
市
街
地
は
県
道

（
役
場
～
農
協
前
）
を
通

り
ま
す
。

■
安
全
に
大
会
を
開
催
す

る
た
め
の
お
願
い
で
す

　

大
会
当
日
は
交
通
渋
滞

や
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
車
で
の
応

援
や
伴
走
は
大
変
危
険
で

す
の
で
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
競
技
中
の
車
の

移
動
等
に
つ
い
て
も
ご
配

慮
く
だ
さ
い
。
大
会
運
営

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

２次元
バーコード
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▼
▼
▼

▼▼
☆2 周年記念イベントのお知らせ☆

▼

▼▼▼▼▼▼

お陰様でいっちゃむん市場は 2 周年をむかえます。
そこで、11 月 12 日（日）の加計呂麻島ハーフマラソン
と同日に、いっちゃむん市場では２周年記念イベントを
開催致します。いもフライ ( クイックスイート、安納芋）、
豚汁の販売や生たんかんジュースの試飲のほか、
イベント開催中にお買い物をしていただいた方には、
いっちゃむん詰め合わせセットが当たる、お楽しみ抽選
会もご用意し、皆様のお越しを心よりお待ちしております。
　　　　　　　　　　いっちゃむん市場生産者会長 川島博

１１月１２日（日）加計呂麻島ハーフマラソン同日に開催！！

通信

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　 72-1174

カ
ケ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
トvol.5

×
な
の
は
な
園

特
別
展
示
＆
「
幸
福
は
日
々
の
中
に
。」
上
映
会
を
開
催
！

　

加
計
呂
麻
島
に
て
開
催
し
て
い
る
フ

リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
「
カ
ケ
ロ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
第
５
弾
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

今
回
は
勝
能
に
あ
る
「
な
の
は
な
園
」

に
て
「
幸
福
は
日
々
の
中
に
。」
と
い
う

知
的
障
が
い
者
施
設
し
ょ
う
ぶ
学
園
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

　

ま
た
、
な
の
は
な
園
の
入
所
者
の
刺
繍

や
陶
芸
作
品
の
展
示
、
絵
手
紙
教
室
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
陶
芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
も
計
画
中
。
も
ち
ろ
ん
マ
ー
ッ
ト
の
出

店
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
と
は
違
っ
た
「
多
様
性
」
を
感
じ

る
機
会
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
映
画
「
幸
福
は
日
々
の
中
に
。」

　

鹿
児
島
市
吉
野
町
に
あ
る
知
的
障
害
者

施
設
し
ょ
う
ぶ
学
園
を
題
材
に
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
施
設
内
で
就
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
方
、
工
芸
、
絵
画
、

音
楽
な
ど
を
通
じ
て
障
害
を
抱
え
る
人
た

ち
の
創
造
性
、
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い

く
同
施
設
の
活
動
を
追
う
。
２
０
０
１

年
（
平
成
13
年
）
に
施
設
の
入
所
者
と
従

業
員
で
結
成
さ
れ
た
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ

■お問い合わせ先　地域おこし協力隊　長紘子☎ 080 － 9245 － 6980

ル
ー
プ
「otto 

＆ orabu

」
の
演
奏
に

も
注
目
。
き
れ
い
事
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
福
祉
事
業
の
運
営
に
お
い
て
、
し
ょ

う
ぶ
学
園
が
取
り
組
ん
で
き
た
活
動

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
問
い
を
投
げ
掛
け
る
。
普
通
と
は
？

優
と
は
？
改
め
て
自
ら
を
見
つ
め
直
す

73
分
。

■
場
所

　

な
の
は
な
園
（
勝
能
８
８
７
）

■
開
催
日

11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■
映
画
上
映
時
間

　

①
午
前
11
時
～

　

②
午
後
１
時
～

　

③
午
後
２
時
45
分
～

（
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
映
画
鑑
賞
代　

５
百
円

※
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
24
日
（
金
）

に
手
芸
・
陶
芸
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
予
定
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

　

森
林
法
第
10
条
の
７
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
新
し
く
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
ら
れ
た
場
合
、
90

日
以
内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

長
へ
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
届
出
書
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

　

届
出
書
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
及
び

前
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
、
所
有
権
移
転

の
原
因
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
①

森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
及
び
②

登
記
事
項
証
明
書
や
土
地
売
買
契
約
書
の

写
し
な
ど
の
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
届
出
制
度
が
で
き
た
の
で
す
か
？

Ａ
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と

①
行
政
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
助
言
等

が
で
き
な
い

②
事
業
体
が
間
伐
等
を
す
る
場
合
に
所
有

者
に
働
き
か
け
て
森
林
を
集
約
化
し

効
率
を
上
げ
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
把

握
を
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
旨
の
届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
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り
、
森
林
の
土
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権
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属
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れ
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の
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ん
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
届
出
書
を
提
出
す
る
の
で
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か
？

Ａ
届
出
書
の
様
式
に
記
入
の
う
え
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の
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類
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付
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だ
さ

い
。

①
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面

（
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記

入
）

②
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林
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登
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書

（
写
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い
）、
又
は
、
土
地
売

買
契
約
書
、
相
続
分
割
協
議
の
目
録
、

土
地
の
権
利
書
の
写
し
な
ど
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

Ｑ
ど
の
よ
う
に
届
出
を
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

長
に
届
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の
場

合
、
財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
相
続
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始
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日
か
ら
90
日

以
内
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続
人
の
共
有
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し

て
届
出
を
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必
要
が
あ
り
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す
。

※
届
出
書
は
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農
林
課
農
林
整
備
係
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■お問い合わせ先　農林課　農林整備係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１７４

■お問合わせ先　企画課　産業立地係 　担当：太原☎ 0997 － 72 － 1112
　　　　　　　　E メールアドレス　sangyou-r@town.setouchi.lg.jp

「
瀬
戸
内
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
寄
附
金
」（
ふ
る
さ
と

納
税
）
お
礼
の
品
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

企
画
課
で
は
、「
瀬
戸
内
町
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
寄
附
金
」（
ふ

る
さ
と
納
税
）
へ
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
進
呈
す
る
「
お
礼

の
品
」（
特
産
品
・
加
工
品
・
民

芸
品
等
や
宿
泊
券
・
体
験
チ
ケ
ッ

ト
等
瀬
戸
内
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も

の
）
の
提
案
を
事
業
者
か
ら
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

申
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（
町
公
式
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ェ
ブ
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ト
か
ら
ダ
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し
く
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問
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合
わ
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だ

さ
い
）
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必
要
事
項
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載
及
び
商

品
の
写
真
を
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付
の
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え
、
企
画

課 

産
業
立
地
係
へ
提
出
（
Ｅ
メ
ー

ル
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
「
お
礼
の
品
」

の
流
れ

①
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ふ
る

さ
と
納
税
専
門
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
）
に
て
商

品
を
紹
介
し
ま
す
。

②
寄
附
金
額
に
応
じ
て
寄
附
者
が

商
品
を
選
択
し
ま
す
。

③
企
画
課
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ら
、
選
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商
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の
事
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者
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発
注
し
ま
す
。

④
事
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者
は
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す
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発
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封
可
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⑤
発
送
後
、
事
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者
は
企
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し
ま
す
。

⑥
企
画
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か
ら
事
業
者
へ
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を
支
払
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ま
す
。

■
応
募
条
件

▽
町
内
で
生
産
、
製
造
、
加
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の
い
ず
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か
が
行
わ
れ
て
い
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商
品
や
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内
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で
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体
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と
し
ま
す
。

▽
瀬
戸
内
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を
懐
か
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ん
で
い

た
だ
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う
な
、
ま
た
、
本

町
出
身
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以
外
の
方
に
対
し
て

は
、
本
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の
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Ｒ
に
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が
る
よ

う
な
商
品
で
あ
る
こ
と
。 

▽
町
内
に
有
し
、
税
等
の
滞
納

が
な
い
事
業
者
。

※
書
類
審
査
の
う
え
、
掲
載
を

決
定
し
ま
す
。
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第３回（９月）定例会では、決算議案 11 件、補正予算議案９件、条例改正議案１件、契約議

案３件、その他議案３件の計２７件の議案を審議し、それぞれ可決しました。 

また、平成 2８年度各会計決算議案については、決算審査特別委員会（委員長 池田啓一、副

委員長 元井直志）を設置して審査を行い、最終日に委員長から審査報告がなされ、意見書を町

当局へ提出しました。（各会計決算額状況については町広報誌に掲載のため、割愛しました。）主

な議案の要旨は次のとおりです。 

 
 

 

 

 

可動橋と新船フェリー 

 

 
 
 

 
第３回（９月）定例会では，９名の議員が町政全般にわたり，質問・提言を行ない議論を

交わしました。一部を要約して，紹介いたします。 
 なお，一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 
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柳谷 昌臣議員 

清水運動公園内にある遊具 
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２１

 

 

 

 

 

 

 

２７

３０

２８

３２

 

 
 

２７

４３

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 
 

 

                 

 

５８

 

中村 義隆議員 

武原電気から大島石油へ 保安署から大島石油へ 
 

       

敬
老
祝
金
に
つ
い
て 

 

議
員 

敬
老
祝
金
の
カ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
議
会
で
、

５０
％
カ
ッ
ト
の
議
案
が
８
対
１

と
い
う
大
差
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
わ
ず
か
３
ヶ
月
後

の
６
月
議
会
で
、
今
年
度
が

３０
％
、
そ
し
て
来
年
度
か
ら
、

５０
％
カ
ッ
ト
と
い
う
町
側
の
提

案
が
６
対
３
で
可
決
さ
れ
、
８５

才
以
上
の
お
年
寄
り
の
祝
金
が
、

減
ら
さ
れ
る
事
が
決
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

我
々
の
こ
の
瀬
戸
内
町
を
、

こ
こ
ま
で
支
え
て
こ
ら
れ
た
敬

老
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
何
と

冷
た
い
仕
打
ち
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
ま
で
し
な
い
と
、
瀬
戸
内

町
の
財
政
が
破
綻
し
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。 

前
町
政
の
頃
も
、
２
度
敬
老

祝
金
の
削
減
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
度
と
も
、
議
員
諸
侯

の
猛
反
対
に
あ
い
否
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
賢
明
な
選
択
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
鎌
田 

町
政
は
、
就
任
２
年
目
に
し
て

他
の
事
業
に
は
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
な
く
、
敬
老
祝
金
の
カ
ッ

ト
と
い
う
暴
挙
に
で
ま
し
た
。 

 

今
一
度
、
し
っ
か
り
と
腰
を

落
と
し
て
考
え
た
う
え
で
、
白

紙
撤
回
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。 

 

町
長 

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

敬
老
祝
金
の
支
給
総
額
は
、

年
々
増
大
し
、
こ
こ
１０
年
で
２

倍
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
財
源
を
過
疎
ソ
フ
ト

債
（
借
金
）
に
頼
る
こ
と
に
よ

り
将
来
世
代
に
負
担
を
負
わ
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め

に
も
、
支
給
内
容
の
見
直
し
が

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
支
給
対
象
は
変

え
ず
に
、
金
額
に
つ
い
て
見
直

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

議
員 

そ
れ
で
は
、
来
年
度
カ

ッ
ト
の
５０
％
を
、
今
年
度
カ
ッ

ト
の
３０
％
に
す
え
お
く
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

町
長 

撤
回
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

       

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の 

運
航
に
つ
い
て 

 

議
員 

新
聞
に
投
稿
さ
れ
た
文 

面
で
す
が
、
町
民
、
観
光
客
か 

ら
も
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る
苦
情 

、
不
満
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く 

な
り
、
情
報
発
信
不
足
で
観
光 

客
に
も
混
乱
さ
せ
て
い
る
。 

行
政
は
物
事
の
段
取
り
が
ス 

ロ
ー
ペ
ー
ス
な
の
か
、
危
機
管 

理
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
で
す
。 

「
フ
ェ
リ
ー
運
航
を
最
優
先
事 

項
で
善
処
さ
れ
る
事
を
お
願
い 

し
ま
す
。」
と
新
聞
に
投
稿
さ
れ 

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処 

さ
れ
た
の
か
う
か
が
い
ま
す
。 

 町
長 

フ
ェ
リ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
可
動
橋
の
修
復
工
事
の

遅
れ
や
旧
船
フ
ェ
リ
ー
の
機
関

故
障
に
よ
り
、
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
事
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

議
員 

新
聞
の
記
事
で
、「
フ
ェ

リ
ー
か
け
ろ
ま
問
題
、
瀬
戸
内

町
対
応
に
募
る
不
満
。
」
と
の
見

出
し
で
、
加
計
呂
麻
各
校
区
で

の
説
明
会
の
内
容
が
リ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
な
ぜ
説
明

が
な
い
、
島
民
を
軽
視
し
て
い

る
の
か
。
説
明
が
遅
す
ぎ
る
。

新
造
船
の
修
理
は
終
わ
っ
て
い

る
の
に
、
早
く
使
う
方
法
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。」
等
の

意
見
が
上
が
っ
た
様
で
す
が
、

こ
の
事
に
対
す
る
説
明
内
容
及

び
感
想
を
う
か
が
い
ま
す
。 

 

町
長 

新
造
船
に
よ
る
運
航
も

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ａ
コ

ー
プ
前
の
旧
岸
壁
は
水
深
が
浅

く
、
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
の

安 和弘議員 

渡島 芳臣議員 

ツワブキを採るおばあちゃん 
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た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処 

さ
れ
た
の
か
う
か
が
い
ま
す
。 

 町
長 

フ
ェ
リ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
可
動
橋
の
修
復
工
事
の

遅
れ
や
旧
船
フ
ェ
リ
ー
の
機
関

故
障
に
よ
り
、
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
事
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

議
員 

新
聞
の
記
事
で
、「
フ
ェ

リ
ー
か
け
ろ
ま
問
題
、
瀬
戸
内

町
対
応
に
募
る
不
満
。
」
と
の
見

出
し
で
、
加
計
呂
麻
各
校
区
で

の
説
明
会
の
内
容
が
リ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
な
ぜ
説
明

が
な
い
、
島
民
を
軽
視
し
て
い

る
の
か
。
説
明
が
遅
す
ぎ
る
。

新
造
船
の
修
理
は
終
わ
っ
て
い

る
の
に
、
早
く
使
う
方
法
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。」
等
の

意
見
が
上
が
っ
た
様
で
す
が
、

こ
の
事
に
対
す
る
説
明
内
容
及

び
感
想
を
う
か
が
い
ま
す
。 

 

町
長 

新
造
船
に
よ
る
運
航
も

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ａ
コ

ー
プ
前
の
旧
岸
壁
は
水
深
が
浅

く
、
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
の

安 和弘議員 

渡島 芳臣議員 

ツワブキを採るおばあちゃん 
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例
年
に
な
い
暑
い
夏
の
襲
来

を
受
け
て
、
み
ん
な
が
熱
い
暑

い
と
い
い
な
が
ら
過
ご
し
た

日
々
も
い
つ
の
間
に
か
遠
の
い

て
、
一
日
一
日
と
秋
の
気
配
が

深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

若
い
時
は
、
熱
い
夏
が
魅
力

に
思
え
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
年
齢
と
と
も
に
や
は
り

落
ち
着
い
た
秋
か
ら
冬
が
い
い

な
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

き
ょ
う
こ
の
頃
で
す
。 

 

こ
の
『
議
会
だ
よ
り
』
が
、

ど
れ
だ
け
の
町
民
の
方
々
に
読

ん
で
も
ら
え
て
い
る
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

    

 

平成 28 年度瀬戸内町各会計決算審査特別委員会審査意見 

 

１．町税・使用料等の徴収態勢の強化を図り、担当課が連携をして、一丸となった滞

納対策に努められたい。 

 

２．各特別会計の運営は、独立採算性に基づき、一般会計からの繰入れに委ねること

なく、健全な運営に鋭意努められたい。 

 

３．世界自然遺産登録に向けて、町民の環境に対する意識の向上、及び機運の醸成を

図るとともに、本町への拠点施設の設置促進に努力されたい。 

 

４．「公共交通あり方検討委員会」等において、地域活性化策も含めて検討・協議し、

利便性の高い持続可能な公共交通網の整備に向け、鋭意努力されたい。 

 

５．フェリーかけろまの運航については、代船のスロープ設置等を含め、乗客の安心・

安全に努められたい。 

 

６．古仁屋市街地の雨水対策（大島石油周辺等）について、国・県事業等も含めて検

討し、早期実施に向け鋭意努力されたい。 

 

７．景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな

産業へシフトできるよう、情報提供等の特段の努力をされたい。 

 

８．救急艇「おおとり」新造船のクレーン設置、水難救助隊及び水上バイクの配備を

図ると共に、古仁屋海上保安署の救難業務機能充実を強く要請されたい。 

 

９．防災行政無線の、戸別受信機の年次的な整備充実に努められたい。 

 

10．古仁屋高校の振興対策については、更なる学校の努力と町の支援策の推進を図り、

町外生徒の受け入れ体制の充実と、積極的なＰＲ活動に努められたい。 

議
会
報
編
集
委
員
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委
員
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例
年
に
な
い
暑
い
夏
の
襲
来

を
受
け
て
、
み
ん
な
が
熱
い
暑

い
と
い
い
な
が
ら
過
ご
し
た

日
々
も
い
つ
の
間
に
か
遠
の
い

て
、
一
日
一
日
と
秋
の
気
配
が

深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

若
い
時
は
、
熱
い
夏
が
魅
力

に
思
え
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
年
齢
と
と
も
に
や
は
り

落
ち
着
い
た
秋
か
ら
冬
が
い
い

な
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

き
ょ
う
こ
の
頃
で
す
。 

 

こ
の
『
議
会
だ
よ
り
』
が
、

ど
れ
だ
け
の
町
民
の
方
々
に
読

ん
で
も
ら
え
て
い
る
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

    

 

平成 28 年度瀬戸内町各会計決算審査特別委員会審査意見 

 

１．町税・使用料等の徴収態勢の強化を図り、担当課が連携をして、一丸となった滞

納対策に努められたい。 

 

２．各特別会計の運営は、独立採算性に基づき、一般会計からの繰入れに委ねること

なく、健全な運営に鋭意努められたい。 

 

３．世界自然遺産登録に向けて、町民の環境に対する意識の向上、及び機運の醸成を

図るとともに、本町への拠点施設の設置促進に努力されたい。 

 

４．「公共交通あり方検討委員会」等において、地域活性化策も含めて検討・協議し、

利便性の高い持続可能な公共交通網の整備に向け、鋭意努力されたい。 

 

５．フェリーかけろまの運航については、代船のスロープ設置等を含め、乗客の安心・

安全に努められたい。 

 

６．古仁屋市街地の雨水対策（大島石油周辺等）について、国・県事業等も含めて検

討し、早期実施に向け鋭意努力されたい。 

 

７．景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな

産業へシフトできるよう、情報提供等の特段の努力をされたい。 

 

８．救急艇「おおとり」新造船のクレーン設置、水難救助隊及び水上バイクの配備を

図ると共に、古仁屋海上保安署の救難業務機能充実を強く要請されたい。 

 

９．防災行政無線の、戸別受信機の年次的な整備充実に努められたい。 

 

10．古仁屋高校の振興対策については、更なる学校の努力と町の支援策の推進を図り、

町外生徒の受け入れ体制の充実と、積極的なＰＲ活動に努められたい。 
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みんなの絆｜まちの出来事

　

赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
瀬
戸
内
町
赤
十
字
奉

仕
団
の
研
修
会
が
す
こ
や
か
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
非
常
炊
出
し

訓
練
や
「
防
災
へ
の
備
え
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
で
は
、
初
心
者
か
ら
手
慣
れ

た
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
非
常
炊
き
出
し
の

手
順
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
災
害
へ
の
備
え

に
必
要
な
「
自
助
」、「
公
助
」
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を

救
急
医
療
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
消
防
分
署
で
は
９
月
８
日

に
救
急
医
療
の
普
及
啓
発
と
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
所
を
対
象
と
し
た

救
急
講
習
会
や
「
１
日
救
急
隊
長
」

を
古
仁
屋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
に

依
頼
し
ま
し
た
。

　

１
日
救
急
隊
長
で
は
、
真
に
必
要

な
救
急
出
場
の
た
め
の
救
急
車
適
正

利
用
の
お
願
い
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

離
着
陸
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
市
街
地
で
行
い
ま
し
た
。

赤 十 字 奉 仕 団 の 研 修 会
が 開 催 さ れ ま し た

救 急 の 日 普 及 啓 発 活
動 が 行 わ れ ま し た

8 月 28 日（ 月）災 害 に 備 え る

９月８日（ 金）救 急 医 療 を 正 し く 知 る

　

瀬
戸
内
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会

長
蔵
良
一
）
が
地
域
の
絆
を
深
め
、

多
世
代
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

阿
木
名
集
落
で
第
一
回
に
こ
に
こ
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。交
流
会
は
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
５
集
落

で
開
催
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
阿
木
名
集
落
の
住

民
と
子
ど
も
た
ち
34
名
が
参
加
し
、

ソ
テ
ツ
の
葉
を
使
っ
た
工
作
や
な
ん

こ
、
川
遊
び
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
山
久
碧
斗
く
ん
は
、「
い

ろ
ん
な
遊
び
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

に こ に こ 交 流 会 が 初
開 催 さ れ ま し た

８月 24 日（木）地域の絆深める

　
「
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
」
を
テ
ー

マ
に
、
こ
ど
も
世
界
自
然
遺
産
博
士

号
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
海
中
を
観
察
し

な
が
ら
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
、
オ

ニ
ヒ
ト
デ
、
レ
イ
シ
ガ
イ
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
池
田
丸
に
よ
る
オ
ニ
ヒ
ト

デ
駆
除
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
古
仁
屋
小
６
年
の
久
野

颯
斗
く
ん
は
「
実
際
に
見
て
、
サ
ン

ゴ
の
白
化
現
象
の
原
因
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ ど も 世 界 自 然 博 士 号 講
座 が 開 催 さ れ ま し た 　

８月 29 日（ 火）海 を 知 る
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古
仁
屋
中
学
校
３
年
生
の
金
沢
杏

音
さ
ん
と
町
役
場
勤
務
の
龍
山
和
彦

さ
ん
が
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
、
第

72
回
国
民
体
育
大
会
の
出
場
に
伴

い
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

金
沢
さ
ん
は
、
女
子
１
０
０
ｍ
障

害
の
競
技
に
出
場
し
、
龍
山
さ
ん
は

相
撲
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

　

金
沢
さ
ん
は
、
国
体
初
出
場
に
あ

た
っ
て
、「
出
場
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。
支
え
て
く
れ
た
母
や
先
生
に

感
謝
し
ま
す
。
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
日
置
市
で
開
催
さ

れ
た
、
第
23
回
全
九
州
わ
ん
ぱ

く
相
撲
大
会
個
人
戦
に
、
瀬
戸

内
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
が
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
部
に
澤
江
雄
生

君
、南
心
大
郎
君
、２
年
生
の
部

に
早
瀬
駿
太
君
、
３
年
生
の
部

に
山
久
碧
斗
君
、
重
村
鴻
之
介

君
の
５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
学
３
年
生
の
部
に
お
い

て
、山
久
碧
斗
が
ベ
ス
ト
８
、重

村
鴻
之
介
が
準
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

金 沢 杏 音 さ ん と 龍 山 和
彦 さ ん が 国 体 に 出 場

瀬 戸 内 少 年 相 撲 ク ラ ブ が
全 九 州 相 撲 大 会 に 出 場

９月 25 日（ 月）お め で と う ！

９月 10 日（ 日）お め で と う ！

　

せ
と
う
ち
物
産
館
に
て
元
気
一
番

高
齢
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
古
仁

屋
在
住
の
橋
口
元
忠
さ
ん
（
92
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
口
さ
ん
は
、
朝
夕
の
ス
ト
レ
ッ

チ
や
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
趣
味
の

囲
碁
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
教
室
や
料
理
教

室
に
通
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
を

し
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

橋
口
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
指
導
の

お
か
げ
で
す
。
次
は
、
白
寿
を
め
ざ

し
て
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。　

　

古
仁
屋
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体
５
２
８
（
こ
に
や
）

会
が
開
催
し
て
い
る
、
古
仁
屋
の
ゆ

る
き
ゃ
ら
募
集
イ
ベ
ン
ト
の
グ
ラ
ン

プ
リ
発
表
が
寄
り
合
い
処
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

66
点
の
応
募
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
の
は
、
古
仁
屋
高
校
１

年
生
の
計
尚
希
さ
ん
（
写
真
中
央
）

が
描
い
た
、「
コ
ニ
ャ
ー
」。

　

学
校
の
帰
り
道
で
見
か
け
た
猫
を

モ
チ
ー
フ
に
「
み
ん
な
に
幸
せ
を
招

く
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
よ

う
に
」
と
作
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

元 気 一 番 高 齢 者 表 彰
式 が 行 わ れ ま し た

第 4 回 古 仁 屋 ゆ る き ゃ ら
グ ラ ン プ リ が 決 定 ！

９月 19 日（ 火）お め で と う ご ざ い ま す

９月 23 日（ 土）古 仁 屋 の ゆ る き ゃ ら
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校長 大山 良一

最近，「空飛ぶクルマで世の中に夢を届ける」という記事を目にしました。内容は，有志団体「ＣＡＲＴＩＶＡＴＯＲ（カーテ

ィベーター）」自動車や航空業界の若手技術者らが，トヨタ自動車などの支援も受けながら 人乗り空飛ぶクルマ「スカイドライ

ブ」の開発に挑戦しており， 年の東京五輪開会式において，「『空飛ぶクルマ』によって

聖火に点火する」というイメージを実現させるため，今開発を加速させているというもので

す。

開発リーダーの中村翼（ 才）氏は，幼少の頃にフェラーリに憧れ，自動車エンジニアを

志します。慶應義塾大学・大学院にて機械工学を専攻しつつ，レーシングカー製作の学生チ

ーム代表を務めました。現在は自動車会社にて設計業務に従事。その一方で，自分が手にし

た夢を次世代に引き継ぎ，さらに新しい価値を提供しようと，「空飛ぶクルマ」の実現を目

指しているとのこと。

未来を語る壮大な話は，これまでも多数有り，中には実現に近づいているものもあります。

例えば，車の自動運転や人間と共生するロボットなど。我々は，そういったものを企業の取組

の成果として見ていますが，もともとは我々個々の夢から始まったものでもあります。ビジネ

ス社会における技術の発展により，３０年前にはアニメの世界でしかなかったものが現実化に向けて加速し，様々なものが大き

く変化する今，夢を持てないでいる者がいるように感じます。

こういう時代だからこそ志を高くもって，自分の信じた道を積極果敢に挑戦し続けてほしい。一人一

人は優れた能力と個性をもっています。しかし，それが何であるか，今は分からないと思います。だか

らこそ，可能性に挑戦し，自分の発見に努めてほしい。

そのためには，世の中の動きに関心を持ち情報を得ること。読書習慣を身に付け知識を増やすこと。

そして，全ての課題について短期・中期・長期に区別した明確な「目標」を立て取り組むことが大切で

す。真剣に取り組むことで必ず自分の「夢」が見えてきます。

古仁屋高校の校長室には，古高生に向けた昇 曙夢の自筆色紙が掲示してあります。色紙には，

「郷里の若人たちよ “美しい夢を持て”」と書されています。まさにこれは，古高生への愛情と期待

を込めた言葉です。古高生一人一人がそれぞれの「夢」をもち，古高を巣立ってほしいと思います。

昇 曙夢（のぼり しょむ）は，加計呂麻島芝 明治 生まれ，ロシア文学者。本名・直隆。１８０冊以上の

ロシア語の本を日本語訳で出版，自らも作品を書いている。トルストイの生誕百年祭の時には，ソ連政府から国賓とし

て招待された。奄美の日本復帰運動の際も，郷土の牽引役として活躍した。

就職希望者内定状況

（平成 年 月３日現在）

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

写真１：「空飛ぶクルマ」試作の様子

日本経済新聞 木

「美しい夢を持て」

写真２：昇 曙夢の色紙

・日産自動車（株） ・大成加工（株

・リバティウェルネス（株）・（株）タカミヤ

・鹿児島王将（株） ・西南水産（株）

・（株）東京一番フーズ

第 回古仁屋高校文化祭
月 日（土） ： 開演

テーマ 「翔
～わーきゃの手でつかむ古高の未来 ～」

県・地区大会結果
県大会

●野球部 ３回戦進出

地区大会

●男子バスケットボール部 ３位

●サッカー部 ６位

●女子バレーボール部 ５位

●男子ソフトテニス部 ５位

●柔道部個人戦

上原 大夢 級 １位

山城 充樹 級 ２位
第一希望あ
どおりのあ
進路実現

地域が育む『かごしまの教育』県民週間に伴う授業公開

月１日（水）～２日（木），６日（月）～７日（火）

９： ～ ： （昼食時間は除く）
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水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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金
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：11月16日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
９
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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ま ち の 話 題

古仁屋休憩施設兼コミュニティ施設の名称命名大賞が決まりました

町内各地の学校で運動会が開催

平成 30 年７月に開館を予定している「古仁屋休憩
施設兼コミュニティ施設」の名称について、町内か
ら募集したところ、57 点の応募作品がありました。
多数のご応募ありがとうございました。
　ご応募いただきました作品の中から、選考委員会
により下記のとおり命名大賞が決定しました。
　命名大賞受賞者については、落成祝賀会において
表彰します。
■命名大賞
①作品名　瀬戸内町きゅら島交流館
②応募者　福島栄

えい

嗣
つぐ

さん
③名称理由
　都会の人たちでも分かりやすいように島の文化・
伝統を PR するために考えました。
■選考理由
分かりやすく、だれもが親しみやすいため。
瀬戸内町を PR するのにふさわしいため。

９月末頃に町内各地の学校では、運動会が開催され
ました。９月 24 日（日曜日）には、諸鈍小中学校
で運動会が開催されました。
　諸鈍小中学校では、子どもたちだけでなく、校区
内の集落住民も参加し、一緒になって運動会を開催
しています。
　子どもたちは赤・白組の２チーム、大人たちは赤・
白・青・黄・緑組の５チームに分れて、短距離走や
ゲートボール、一輪車などの競技のほか八月踊りが
行われ、子どもたちと住民の絆を深めていました。

■工事の様子

■完成予想図

■ゲートボール

■小学生 14 名全員による一輪車演技 ■集落ごとに分かれて八月踊り


